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10:30 ‒ 10:40 S1
開会挨拶
総務省国際戦略局長田原康生
SCOPE プログラムディレクター安藤真（東京工業大学名誉教授）

10:40 ‒ 12:20

S2-1｜10:40 - 11:00 受賞者発表

S2-2｜11:00 - 11:20
【 特別講演】研究開発奨励賞
複合ビッグデータストリームの動的空間モデリングと最適化に関する研究
松原靖子（大阪大学）

S2-3｜11:20 - 11:40
【 特別講演】研究開発奨励賞
ネットワーク身体拡張のためのAIハンドインタフェースの研究開発
桂誠一郎（慶應義塾大学）

S2-4｜11:40 - 12:00
【 特別講演】研究開発奨励賞
高セキュリティなプラズモニック印鑑の創製とクラウド認証の研究開発
山口明啓（兵庫県立大学）

S2-5｜12:00 - 12:20

【 特別講演】成果展開推進賞
SmartFinder:大規模屋内施設における
スマートデバイス測位プラットフォームシステムの研究開発
滝沢泰久（関西大学）

13:20 ‒ 15:00

S3-1｜13:20 - 13:40 受賞者発表

S3-2｜13:40 - 14:00
【 特別講演】研究開発奨励賞
車載ハーネスの軽量化を実現する有線／無線連携通信技術の研究開発
太田能（神戸大学）

S3-3｜14:00 - 14:20
【 特別講演】研究開発奨励賞
電波利活用強靱化に向けた周波数創造技術に関する研究開発及び人材育成プログラム
浅見徹（（株）国際電気通信基礎技術研究所）

S3-4｜14:20 - 14:40
【 特別講演】成果展開推進賞
スピントロニクス素子による非破壊検査イメージング技術の研究開発
熊谷静似（スピンセンシングファクトリー（株））

S3-5｜14:40 - 15:00
【 特別講演】成果展開推進賞
ネットワーク自動制御技術を用いたクラウド救急医療連携システムの研究開発
木村哲也（福井大学） 笠松眞吾（福井大学）

15:00 - 16:20 SP-1 / SP-2 ポスターセッションコアタイムA / B

16:20 - 18:00

S4-1｜16:20 - 16:40 受賞者発表

S4-2｜16:40 - 17:00
【 特別講演】研究開発奨励賞
環境ダイナミクスを活用したフレキシブルLPWAの研究開発
田久修（信州大学）

S4-3｜17:00 - 17:20
【 特別講演】成果展開推進賞
テラヘルツ帯テラビット無線に向けた多重通信デバイスの研究開発
鈴木左文（東京工業大学）

S4-4｜17:20 - 17:40

【 特別講演】成果展開推進賞
バッテリレス・ワイヤレス完全同期ストリーム通信を実現する
マルチサブキャリア多元接続方式の高信頼化と広域化
三次仁（慶應義塾大学）

S4-5｜17:40 - 18:00
【 特別講演】成果展開推進賞
光ラベル抽出による自己経路選択光スイッチの研究開発
庄司雄哉（東京工業大学）

18:05 - 18:10 S5 閉会挨拶
SCOPE プログラムディレクター安藤真（東京工業大学名誉教授）
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開 催 概 要

プログラム

ICTイノベーションフォーラム2023名 称 ：●

令和6年1月23日（火）10:30 ‒ 18:10
オンデマンド｜ 令和6年2月1日（木）10:00 ‒ 2月29日（木）17:00

会 期 ：●

東京ポートシティ竹芝ポートホール
オンデマンド

会 場 ：●

事前申込制（参加費無料）参 加 方 法 ：●

https://ict if2023.soumu.go.jp/公 式サイト：●

総務省主 催 ：●
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無線とその利活用
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CMOS65nm CMOS28nm CMOS FD-
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65nm CMOSProcess
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[3] M. Li et al., ISSCC, vol. 64, pp. 230–232, Feb. 2021. 
[4] H.-C. Park et al., ISSCC, pp. 76–78, Apr. 2020.
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On-board “Deep Learning” processing
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

センサ

センサ
検出物あり

検出物なしor遠い

周波数

反
射

損

アンテナ

 アンテナ周辺の異物が存在すると、アンテナの入力インピーダンスが

変化することを利用するセンシング技術です

 アンテナ入力インピーダンスの測定には微弱な電波を用います。
 電波は光に比べ、色やざらつき等の検出対象の表面状態の影響を

受けにくいという特徴があります
 また、光に比べ透過性が高いため、樹脂筐体の中にセンサを収めることが

可能です

 100～200μｍ程度の厚みを持つ紙に対して、±25μｍ程度の精度

で紙厚検出することができる技術を開発しました

 2.5 GHz程度の周波数の電波を用い、アンテナから数cm～十数cm程度の

距離にある人体ファントムの有無を検出できることを実証しました

 特定の条件では、検出指標値はアンテナ-検出対象物間距離に対して

単調に減衰するため簡易的な距離センサとしても使用することができます

（T. kurihara, et al. PIMRC2022）

 センシング技術の事業化・製品化に向けて、安価なセンシング回路の設

計・試作を行いました

紙厚

紙無しに対する反射係数距離
事前に実測した変換係数

 反射係数の大きさのみを測定

FDTD
Measured

[mm]

原点からの距離の差

 反射係数の大きさと位相を測定

FDTD
Measured

[mm]

物体無し点からの距離

 距離変化に対して単調減衰
→ 物体有無の検出能力が高い

距離検出指標としても有効

 距離変化に対して振動
→ 近距離でも物体が検出できな

場合がある

:

試作センサー回路

±25μｍ以内を達成

この程度の精度があれば
プリンター等での紙の

重送検知に応用できます

 今後、製品化に向けて、

センサー回路の小型化等を進める

予定です
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入力

反射損=
入力
反射
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平面から立体構造に
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距離にある人体ファントムの有無を検出できることを実証しました

 特定の条件では、検出指標値はアンテナ-検出対象物間距離に対して

単調に減衰するため簡易的な距離センサとしても使用することができます
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 センシング技術の事業化・製品化に向けて、安価なセンシング回路の設
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距離検出指標としても有効

 距離変化に対して振動
→ 近距離でも物体が検出できな

場合がある

:

試作センサー回路

±25μｍ以内を達成

この程度の精度があれば
プリンター等での紙の

重送検知に応用できます
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